


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































〇 追 加 ⑪「？ 」（ 村 中 村 南471・ 写 真 図 版
167,168・模本図版144）。骨材。朱書（浅紅褐色）
（写真・模本）。「？ 」について、『村中村南』
の釈文は「義不明」とする。正面卜辞（村中村
南470）の分組は午組とされる。
〇追加⑫「祖辛」（村中村南488・写真図版181,182・
模本図版154）。骨材。朱書（写真・模本）。「祖」
の字は、「日」の形に近く、『村中村南』の釈文は「祖
字之誤写」とする。また、『村中村南』は「朱書」
とするが、褪色したらしく、写真では一部分墨
書にみえる。正面卜辞（村中村南487）の分期に
ついては、第一期とする。
○追加⑬「 曰」（模本）。乙643反面（13.0.977+ 
13.0.918反面）、亀材、墨書、第一期・過渡②（崎
川分類）、「YH127」出土。模本の出所は董作賓
「殷虚文字乙編模写本示例」（以下「董氏乙編模写」
と略称する）である。
○追加⑭「吉沚0804？」（模本）。乙645反面、亀材、
朱書、第一期・過渡②（崎川分類）、「YH127」出土。
模本の出所は「董氏乙編模写」である。
○追加⑮「？入五十」（写真）。乙3408＝合集98反面、
亀材、朱書、第一期・過渡②（崎川分類）、「YH127」
出土。甲橋記事である。朱書は不鮮明で、読み
は『乙編（二版）』による。
（ 145 ）
甲骨版上の毛筆書写文字
書、「YH127」出土。「董氏乙編模写」の解説に「墨
書非契刻」とある。
〇追加㉘「今？？」。「13.0.954反面」（模本）、亀材、
墨書、「YH127」出土。「董氏乙編模写」の解説に「墨
書筆畫不盡可辨」とある。
〇追加㉙「〈字形・文字数不明〉」（模本）。「13.0.937
反面」、亀材、朱書、「YH127」出土。「董氏乙編模写」
の解説に「有朱書痕字不能辨」とある。
〇追加㉚「〈字形・文字数不明〉」（模本・写真無し）。
京津1266（合集6476）反面（劉一曼「試論殷虚
甲骨書辞」㊟⑰」引用例）、亀材、「書辞」、（正
面卜辞）第一期・過渡②（崎川分類）、推定「YH127」
出土。劉一曼「試論殷虚甲骨書辞」㊟⑰に「書
辞発表于胡厚宣的《戦後殷虚出土的大亀七版
（三）》《文物周刊》第24期、1947年」とある。
〇追加㉛「〈字形・文字数不明〉」（写真）。誕６＝
合集18908、亀材、「書辞」（劉一曼「試論殷虚甲
骨書辞」㊟⑱引用）。写真は『合集』にみえるが、
不鮮明で読めない。『模釈総集』は「辛丑卜…」
と読み、胡厚宣『釈文』は「癸…卜…貞…」「…
巳卜…貞…勿…」と読む。
〇追加㉜「〈字形・文字数不明〉」（模本・写真無し）。
「3.2.0922反面」（劉一曼「試論殷虚甲骨書辞」㊟⑥」
引用例）、骨材、「書辞」、劉一曼「試論殷虚甲骨
書辞」㊟⑥に「胡厚宣：《戦後殷虚出土的新大亀
七版（八）》《文物周刊》第30期、1947年」とある。
（ 146 ）
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